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住
宅
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
部
材
の
種
類
の
少

な
さ
こ
そ
、
こ
の
構
造
の
特

徴
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
人
の

考
え
た
合
理
性
が
反
映
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
結
合
も
西
洋
釘
と
鎹
か
す
が
い

だ
け
で
あ
る
こ
と
も
新
構
造

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

橋
口
が
輸
入
し
た
残
り
の
住

宅
の
構
造
も
、
お
そ
ら
く
同

様
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
橋

口
が
持
ち
込
ん
だ
ア
メ
リ
カ

式
住
宅
は
、
１
９
１
４（
大
正

３
）年
に
す
べ
て
販
売
・
建
設

さ
れ
た（
図
２
）。
ア
メ
リ
カ

式
の
新
構
造
が
輸
入
住
宅
と

い
う
住
宅
の
商
品
化
の
な
か

で
、
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

口
信
助
は
、
１
８
９
０
年
頃
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
シ
ア
ト

ル
市
の
日
本
人
街
で
雑
貨
商
を
営
み
、
財
を
築
い
た
。
そ

し
て
、
帰
国
後
の
新
事
業
と
し
て
ア
メ
リ
カ
で
売
ら
れ
て

い
た
住
宅
や
建
築
部
材
を
日
本
で
売
買
す
る
こ
と
を
考
え
、

住
宅
６
棟
と
建
築
部
材
や
家
具
な
ど
を
購
入
し
て
帰
国
し

た
の
で
あ
る
。
１
９
０
９
年
当
時
、
洋
家
具
店
が
集
ま
っ

て
い
た
東
京
・
芝
区
に
店
を
構
え
、
持
ち
帰
っ
た
ア
メ
リ

カ
製
住
宅
を
は
じ
め
建
築
部
材
な
ど
を
販
売
し
た
。
翌
年
、

販
売
し
た
１
棟
の
建
設
の
様
子
が
建
築
雑
誌
で
紹
介
さ
れ

た（
図
１
）。
こ
の
建
物
構
造
の
詳
細
に
関
し
て
、
以
下
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

建
坪
約
二
十
五
坪
費
用
約
二
千
八
百
円
工
事
日
数
七
十
五
日

を
以
て
竣
工
せ
り
そ
の
構
造
部
は
松
材
を
使
用
し
装
飾
部
に

は
米
松
を
用
ひ
た
り
其
木
材
の
大
さ
は
総
三
寸
角
二
ツ
割
及

背
六
寸
巾
一
寸
五
分
の
松
材
板
割
、
四
分
板
の
他
何
物
を
も

使
用
せ
ざ
り
し
は
特
に
注
目
す
べ
き
点
な
り
…
…
柄
穴
ボ
ル

ト
及
短
冊
金
物
等
を
用
い
ず
悉
く
西
洋
釘
及
鎹
を
以
て
結
合

せ
り
…
…

（「
純
米
国
式
木
造
住
宅
建
築
東
京
に
建
築
せ
ら
る
」『
建
築

雑
誌
』№
２
８
８　

１
９
１
０
年
）

　

建
築
部
材
は
、
三
寸
角
二
ツ
割
、
背
六
寸
巾
一
寸
五
分
の

板
割
、
四
分
板
と
い
う
板
材
だ
け
と
あ
り
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

は
じ
め
に

　

１
８
７
０
年
代
後
半
に
北
海
道
を
中
心
に
導
入
が
試
み

ら
れ
た
バ
ル
ー
ン
・
フ
レ
ー
ム
構
造（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工

法
の
原
形
）は
、
す
ぐ
に
は
定
着
し
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
開
拓
使
営
繕
課
の
安
達
喜
幸
が
中
心
に
な
っ
て
設
計
し
、

１
８
８
０（
明
治
13
）年
に
竣
工
し
た
洋
式
ホ
テ
ル
・
豊
平
館

が
洋
風
建
築
の
最
高
峰
と
い
わ
れ
る
も
の
の
、
構
造
は
在
来

構
造
を
基
本
に
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

　

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
式
木
構
造
の
導
入
が
ど
の
よ
う
に
図

ら
れ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
１
８
８
９（
明

治
22
）年
頃
竣
工
し
た
と
い
わ
れ
る
明
治
学
院
イ
ン
ブ
リ
ー

館（
旧
宣
教
師
館
）は
、
様
式
は
ア
メ
リ
カ
の
ク
イ
ー
ン
・
ア

ン
ス
タ
イ
ル
と
し
、
構
造
は
日
本
の
在
来
構
造
に
ア
メ
リ
カ

の
柱
梁
構
造
と
バ
ル
ー
ン
・
フ
レ
ー
ム
構
造
を
結
合
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
頃
に
は
ア
メ
リ
カ
式
建
築
の
建
設

時
に
、
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
は
な
く
新
し
い
建
築
構
造
の
導
入

も
試
み
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
あ
め
り
か
屋
」の
輸
入
住
宅

　

１
９
０
９（
明
治
42
）年
、
ア
メ
リ
カ
式
住
宅
の
輸
入
販
売

を
目
的
と
す
る「
あ
め
り
か
屋
」が
創
設
さ
れ
た
。
店
主
の
橋

日
本
の
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
建
築
の
歴
史

﹇
明
治
初
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
﹈

図1  「あめりか屋」輸入住宅
       （『建築画報』4巻2号 1913年2月）

図2  「あめりか屋」輸入住宅
       （『建築画報』4巻4号  1913年4月）

輸
入
住
宅
と
と
も
に
導
入
さ
れ
た
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

第
二
回

前
期（
明
治
中
期
〜
大
正
初
頭
）

内
田  

青
蔵

神
奈
川
大
学 

工
学
部 

建
築
学
科 

教
授

工
学
博
士
。
専
門
は
日
本
近
代
建
築

史
。
幕
末
・
明
治
以
降
の
住
宅
建
築

の
歴
史
研
究
の
第
一
人
者
。
歴
史
的

建
築
物
の
保
存
、
活
用
を
唱
え
る
。

主
な
著
書
は「
日
本
の
近
代
住
宅
」（
鹿

島
出
版
会
）、「
お
屋
敷
拝
見
」（
河
出

書
房
新
社
）な
ど
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西
村
は
、
自
ら
取
り
入
れ
た
独
自
の
方
法
を
ア
メ
リ
カ
の

バ
ル
ー
ン
・
フ
レ
ー
ム
構
造
で
あ
る
と
し
て
紹
介
し
て
い
る

（
図
４
）。
自
邸
建
設
の
際
、
ど
こ
ま
で
バ
ル
ー
ン
・
フ
レ
ー

ム
構
造
を
採
り
入
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
橋
口
が
輸
入
住

宅
業
を
開
始
す
る
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
西
村
は
自
邸
建
設
に
、

ア
メ
リ
カ
式
の
新
構
造
の
導
入
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

建
築
家
小
笹
三
郎
が
持
ち
込
ん
だ
新
構
造

　

ア
メ
リ
カ
の
オ
レ
ゴ
ン
州
立
大
学
で
鉱
山
学
を
学
ん
だ

小
笹
三
郎
は
、
１
９
０
８
年
オ
レ
ゴ
ン
鉄
道
株
式
会
社
に

入
社
し
、
シ
ア
ト
ル
で
建
築
活
動
に
従
事
し
た
。
そ
し
て
、

１
９
１
１（
明
治
44
）年
帰
国
し
、
合
資
会
社
小
笹
工
務
所
を

構
え
た
。
小
笹
が
、
明
治
末
期
に
手
掛
け
た
住
宅
が
旧
木

下
建
平
邸（
図
５
）で
あ
る
。
小
笹
は
、
こ
の
住
宅
に
プ
ラ
ッ

ト
・
フ
ォ
ー
ム
構
造
を
採
り
入
れ
て
い
た（
図
６
）。
ち
な

み
に
、
プ
ラ
ッ
ト
・
フ
ォ
ー
ム
構
造
と
は
、
バ
ル
ー
ン
・

フ
レ
ー
ム
構
造
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
、
建
築
部
材
は
同

じ
板
材
を
使
用
し
つ
つ
も
、
１
階
・
２
階
の
柱
材
が
独
立
し
、

１
階
部
分
を
建
て
そ
の
上
に
２
階
を
重
ね
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
小
笹
は
、
同
時
期
に
様
式
的
に
も
極
め
て
類
似
し

た
住
宅
を
手
掛
け
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
同
じ
プ
ラ
ッ
ト･

フ
ォ
ー
ム
構
造
で
、
紹

介
記
事
に
は「
亜
米
利

加
式
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ

ス
」で
、「
脚
場
不
使
用

の
建
築
物
」「
僅
々
三

箇
月
で
工
を
終
わ
る
」

と
そ
の
構
造
に
関
わ
る

特
徴
に
つ
い
て
触
れ
て

い
る（
図
７
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
治

末
期
に
は
、
交
通
手
段

図4  西村が紹介したバルーン・フレーム構造
      （西村伊作『現代人の新住家』1924年）

図3  西村伊作山荘
      （西村伊作『現代人の新住家』1924年）

の
発
展
も
あ
り
、
人
の
行
き
来
や
モ
ノ
の
輸
出
入
と
い
っ
た

文
物
の
交
流
の
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
の
建
築
技
術
や
考
え
方

が
導
入
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
時
代
の
変
化
の

な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
新
構
造
が
再
び
、
注
目
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

西
村
伊
作
自
邸
に
採
用
さ
れ
た

ア
メ
リ
カ
式
新
構
造

　

文
化
学
院
の
創
立
者
と
し
て
知
ら
れ
、
の
ち
に
西
村
建

築
事
務
所
を
開
設
す
る
西
村
伊
作
は
、
若
い
頃
よ
り
建
築

に
興
味
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
自
ら
の
住
宅
建
設
に
あ
た
っ
て

ア
メ
リ
カ
か
ら
本
を
取
り
寄
せ
、
独
学
で
建
築
の
勉
強
を
し

た
。
そ
し
て
１
９
０
６（
明
治
39
）年
、
22
歳
の
時
に
故
郷
和

歌
山
県
の
新
宮
町
に
山
荘
を
建
て
た
。
そ
の
山
荘
は
、
平
屋

で
広
い
ベ
ラ
ン
ダ
と「
居
間
」か
ら
な
る
建
物
で
、
西
村
は

「
バ
ン
ガ
ロ
ー
風
」と
記
し
て
お
り
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
流

行
し
て
い
た
住
宅
様
式
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る（
図
３
）。

１
９
０
８（
明
治
41
）年
に
は
、
結
婚
後
の
新
居
に
す
る
た
め

山
荘
に
２
階
を
増
築
し
た
と
い
う
。
そ
の
際
建
設
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

二
階
は
ア
メ
リ
カ
ふ
う
の
建
築
の
し
か
た
を
応
用
し
た
。
つ

ま
り
、
バ
ル
ー
ン
・
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
と
い
っ
て
、
日
本
で
は
そ

う
い
う
建
て
方
は
や
っ
て
い
な
い
。
日
本
の
は
角
な
柱
を
用
い

て
建
て
る
、
そ
の
バ
ル
ー
ン
・
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
と
言
う
の
は
、

柱
を
用
い
な
い
で
二
イ
ン
チ
と
四
イ
ン
チ
の「
ぬ
き
」の
よ
う
な

も
の
で
建
て
て
、
そ
れ
に
板
を
張
る
や
り
方
で
あ
る
…
…

（
西
村
伊
作『
我
に
益
あ
り
・
西
村
伊
作
自
伝
』１
９
６
０
年
）
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図5  小笹設計の旧木下建平邸（内田撮影）
図7  小笹設計の小野友次郎邸
       （『建築画報』3巻5号1912年5月）

図6  旧木下建平邸に採り
入れられたプラット・
フォーム構造
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福重涼太作成）


